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これは、質量分析総合討論会の講演要旨集用原稿を執筆するためのテンプレートです。あなたが日

本質量分析学会ホームページより Microsoft Word ファイル形式の雛型をダウンロードしたのであれば、

雛型に上書して要旨集用原稿ファイルを作成することができます。上書きで作成しない場合も、ここ

に記載されている書式に倣って原稿を作成することを強く推奨します。ワードプロセッサーの余白設

定は、上下左右 25 mm としてください。 
A4 版用紙 1 ページ以内で作成してください。1 ページを超えた要旨原稿を提出されても 1 ページし

か印刷されません。要旨集は白黒ですので、カラー図表や文字は使用しないでください。 
講演要旨集の発行日は、総合討論会の会期より前となる場合があります。そのほか、この文書に記

載の無い事項については、まず総合討論会の Web サイトをご覧になってみてください。 
和文は MS 明朝、英文は Times のフォントを使用することを推奨します。第 1 段落目には、和文

タイトルを 12 pt で作成してください。第 2 段落には、（）内に所属名を、10 pt で記入してください。

右上付きで、所属機関の番号を記入してください。複数ある場合には、「・」で区切ってください。

第 3 段落には、10 pt で発表者名（ふりがな付き）を記入し、右肩に所属番号を記入してください。発

表者の前に○を記入し、複数名の場合には「・」で区切ってください。 
次の段落は、必ず英文タイトルを 12 pt で記入し、その次の段落に、英文で所属、氏名を 10 pt で記

入してください。英文タイトル中の全ての語（ただし文中の冠詞・前置詞・接続詞を除く）の語頭は

大文字にしてください。名前、所属が複数ある場合には、コンマ「,」で区切って、和文と同様に番号

を振ってください。次に段落を変えて 10 pt で「Short Abstract:」と記入し、英文で概要（200 語以内）

を書いてください。さらに段落を変えて 10 pt で「Keywords:」と記入し、英文でキーワード（5 つま

で）を書いてください。 
本文は、和文または英文で 10 pt で入力してください。 
ファイルは、PDF 形式にして提出してください。登録する PDF ファイルは、全てのフォントが埋め

込まれている必要があります。フォントを埋め込むには、Adobe Acrobat では設定で「プレス品質」

を選択して作成してください。Word 2007 以降の場合、「名前を付けて保存」で「PDF」を選び、「オ

プション」で「ISO 19005-1 に準拠（PDF／A）(1)」にチェックを入れて作成してください。ファイル

サイズは 3M（メガ）バイトを超えないようにしてください。要旨をオンライン提出した後、演題登

録完了を通知するＥメールに記載されている方法に従って、体裁などが提出した原稿と同じであるこ

とを必ず確認してください。 
図表の形式は自由ですが、国外からの参加者への配慮のため、図表の表題と説明は必ず英文にして

ください。図表には番号をつけてください。 

 
Fig.1. Schematic diagram of H2O molecule 

参考文献 1) は右肩の上付き文字で指定してください。 
 

参考文献 

1) 「参考文献」と 10 pt で記入してください。 
2) J.S.Brodbelt et al., Mass Spectrom. Rev., 16, 91-110 (1989). 
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